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(アフアチニプは活性型上皮成長因子受容体肺癌モデルに
おいてゲフイチニプよりも生存を延長する)
論 文 審 査 委 員 教授 豊岡 伸一 教授 千堂 年昭 准教授 片山 博志
dloeCance
学 位 論 文 内 容 の 要 旨
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ゲフイチニプなどの可逆性 E
欠失およびエクソン 2 R変異)肺癌を抑制する
T-RFG Klよりも強く
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9ことや､T M変異による耐性の克服が期待されている｡我々はエクソン 1欠失肺癌 トラ
ンスジェニックマウスモデルに対して､アフアチニプとゲフイチニブをそれぞれ 4週間投与
した｡薬剤投与後の腫癌はアファチニブ投与群において少ない傾向にあった｡病理組織像で
はゲフイチニブ投与群で明らかな結節腫癌の残存が認められた｡次に､それぞれの薬剤を持
続投与し生存期間を比較したところ､アファチニブはゲフイチニプよりも生存期間を有意に
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アファチニプとべバシズマプの併用投与を行ったところ､それぞれの単剤投与よりも強い抗
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､T M E延長した｡最後に 変異を有する 
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臆病効果が認められた｡アファチニプはエクソン 1欠失肺癌においてゲフイチニプよりも有
用であり､ M耐性肺癌に対してはべバシズマプとの併用が有用であることが示唆された｡
IKT-RFG 耐性細胞株のゼノグラフトモデルに対し
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､ヒト上皮成長因子受容体 (EG )RF 遺伝子変異陽性肺癌に対す !

について検討し､さらに血管新生阻害剤であるべバシズマプとアファチ	 ｢
とべバシヅマブの併用効果を動物実験で明らかにした｡これらの知見は	 ! 
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